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　７月 17 日（金）から 7 月 19 日（日）に岐阜県で開催の中
部日本卓球選手権大会に出場する、（写真中央）谷口姫羅さん
（西大道）、（写真右）代継歩乃未さん（上野）の激励会が行わ
れました。齋藤教育長から激励を受け、谷口さんは「ダブルス
で優勝したい」、代継さんは「頑張ってきたことを発揮して優
勝目指したい」と大会での目標を掲げ、活躍を誓っていました。

　町では、獣害対策の推進を図ることを目的に大阪経済大学と実
証研究開発事業にかかる協定を締結しました。今後は、大学と連
携しながら AI を活用したくくり罠、遠隔操作による獣類の追い払
いロボット、４足歩行ロボットなどの開発、効果検証が進められ
ます。仲倉町長は「町内の獣害被害は深刻で、生活環境を脅かす
状況であり、研究が生きることを期待したい」と挨拶を述べました。

野生獣に対する効率的かつ持続的な対策に向けて
獣害対策に関する実証研究開発事業協定締結式　６月22日（月）

　町と町内の定置網組合、河野村漁業協同組合との意見交換会
が行われました。仲倉町長は「漁業と行政が共に次の世代に対し
て何が出来るか、また、働きやすい環境を整えるためにはどの
ような支援が必要なのか意見を交わしたい」と挨拶を述べました。
組合員からは、担い手不足に対する対策や、養殖業・水産加工業
の現状や課題について報告され、活発な意見交換が行われました。

　６月 20 日（土）から７月５日（日）に福井県、新潟
県、長野県で開催の北信越クラブユースサッカー選手
権に出場する、（写真右）玉村海翔さん（日野）の激励
会が行われました。齋藤教育長から激励を受け、玉村
さんは「優勝目指して全力で頑張ります」と力強く決
意を述べました。

地域漁業の課題解決に向けて意見を交わす
水産（定置網組合）意見交換会　6月22日（月）

第 38 回北信越クラブユースサッカー選⼿権（U-15）⼤会
激励会　６月18日（木）

　「平和大行進」は、毎年５月に東京を出発し、原水爆禁止世界
大会が開催される広島・長崎に向けて、核兵器のない平和で公
正な世界の実現を呼びかけながら、全国を歩く行進で、全ての
都道府県で行われています。県内では６月 22 日（月）から行進
が始まり、27 日（土）には南越前町役場を訪れ、核兵器廃絶など
の願いを込めたペナントの授与や意見交換などが行われました。

被爆から81年  核兵器も戦争もない平和な世界へ
第69回 原水爆禁止国民平和大行進　6月27日（土）

熊対策の一役に
町内小中学校への熊撃退スプレー 贈呈式　６月25日（木）

　熊の目撃情報が多発する中、「地域の子どもの命を守れるよう
に」と、株式会社ドン・キホーテが株式会社フジコンホールディ
ングスの協賛を得て、熊撃退スプレーを町内の小中学校に寄贈
しました。贈呈式には（写真左）ドン・キホーテ越前武生インター
店 久保勝生 店長が来庁し、「万が一の備えとして各学校に設置
していただければ」と述べ、仲倉町長に寄贈品を手渡しました。

第78回 中部日本卓球選手権大会
激励会　６月25日（木）
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　石田福井県知事が「知事の現場実践プロジェクト」の一環で南越
前町を訪れました。現地視察では、鉢伏山一帯の「今庄 365 アウ
トドアビレッジ」でのキャンプ場や天体観察棟の整備状況、板取宿
における茅葺民家４棟の利活用の方針について、仲倉町長や町職員
から説明が行われました。板取宿では、茅葺民家の趣ある囲炉裏を
視察しながら町の歴史や他にない魅力に関心を寄せていました。

　町の玄関口である南条駅前の花壇を彩ろうと南越前
町商工会女性部と南越前中学校文化芸術部が駅前の花
壇整備を行いました。マリーゴールドやベゴニアなど約
130 株が虹を描くよう花壇に配置され、商工会会員と生
徒が協力しながら手際よく植え付けていきました。今後、
看板なども製作され駅周辺利用者を温かく出迎えます。

地域の環境整備に貢献
南条駅前花壇整備　７月３日（金）

　令和７年度体育功労者・優秀選手団体表彰式が行われ、
南条男子バレーボールスポーツ少年団が表彰を受けました。
また、今年の県民スポーツ祭に出場するマレットゴルフ競
技など５競技の激励会が開催され、選手を代表し剣道競技
に出場する西川譲さん（荒目）が決意の言葉を述べました。
大会は競技ごとに 11月まで県内各所で開催されます。

郷土の誇りを胸に大会に挑む
令和7年度体育功労者・優秀選手団体表彰式
’26県民スポーツ祭激励会　７月７日（火）

初期消火技術の研鑽を図る
南越前町自警消防隊連絡協議会 消防操法大会　７月５日（日）

　集落における地域防災・防火の中核を担う自警消防隊の
消防操法大会が開催されました。町内の７集落から小型ポ
ンプ操法に 10 チーム、消火栓操法に２チームが出場し競
技が行われました。各隊は、日頃の練習の成果を発揮しな
がら、操法手順の正確性や消火までのスピードを競い合い、
大会を通じて初期消火技術の向上を図っていました。

　越前地区保護司会が役場を訪問し、松村副町長、大浦議長に
「社会を明るくする運動」内閣総理大臣メッセージを伝達しまし
た。この運動は、犯罪や非行防止と立ち直りの支援について理
解を促し、安全で安心な明るい地域社会を築くための全国的な
運動です。今年は、役場本庁舎１階ロビーにて啓発コーナーが
設置され、保護司会の取り組みが紹介されています（７月末まで）。

立ち直りを支える地域の力
第76回「社会を明るくする運動」
内閣総理大臣メッセージ伝達式　７月１日（水）

　湯尾小学校の 3 年生から 6 年生が、「名勝 おくのほそ道の
風景地 湯尾峠」について出前講座を受けました。児童は、教
育委員会事務局学芸員による説明を受け、湯尾峠に残る歴
史や江戸時代に松尾芭蕉が詠んだ俳句について学びました。
また、茶屋が並び、賑わっていた当時の茶臼や銅銭にも触れ、
貴重な歴史資料を通し、地域の歴史を感じ取っていました。

出前講座でふるさとの魅力を再発見
湯尾小学校出前講座　7月3日（金）

現地で南越前町の魅力に触れる
石田知事　南越前町訪問　７月７日（火）


